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四
月
一
一
日
、
大
阪
地
裁
・
快
晴

昨
年
一
二
月
二
六
日
、
安
倍
首
相
は
国
内
外
様
々

な
人
々
の
反
対
を
よ
そ
に
靖
国
神
社
参
拝
を
強
行
し

ま
し
た
。

私
た
ち
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
そ
の
夜
急
き
ょ

対
策
を
ね
り
、
訴
訟
提
起
に
向
け
た
準
備
を
開
始
、

約
四
ヶ
月
、
四
月
一
一
日
、
多
く
の
良
心
を
集
め
、

第
一
次
提
訴
に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

第
一
次
原
告
は
五
四
六
名
。
北
海
道
・
東
北
は
二

二
名
、
関
東
甲
信
越
は
三
二
名
、
北
陸
中
部
は
四
一

名
、
関
西
は
二
六
八
名
、
四
国
中
国
は
五
三
名
、
九

州
沖
縄
一
三
〇
名
で
す
。

提
訴
当
日
は
地
元
関
西
の
他
に
九
州
・
四
国
・
東

京
等
遠
方
か
ら
も
駆
け
つ
け
、
約
五
〇
名
の
参
加
。

記
者
会
見

同
日
提
訴
後
、
三
時
半
よ
り
司
法
記
者
ク
ラ
ブ
で

各
新
聞
社
が
集
ま
っ
て
の
記
者
会
見
。
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
が
何
台
も
レ
ン
ズ
を
構
え
、
そ
の
前
に
は
記
者
た

ち
が
メ
モ
を
手
に
聞
き
入
る
中
、
中
島
弁
護
士
と
四

名
の
原
告
が
そ
れ
ぞ
れ
に
「
な
ぜ
提
訴
に
至
っ
た
の

か
」
の
意
思
表
明
。
首
相
靖
国
参
拝｢

福
岡｣

判
決
を

活
か
す
会
」
代
表
の

郡
島
さ
ん
、
一
念
発

起
、
初
原
告
の
遺
族

原
告
、
こ
の
提
訴
の

日
は
無
理
矢
理
軍
服

を
着
せ
ら
れ
た
叔
父

４月１１日

提 訴

報 告
ぎっしり一日報告
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の
遺
影
と
共
に
参
加
。｢

靖
国
合
祀
取
消
要

求｣
を
続
け
て
い
る
ア
ジ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
メ
ン
バ
ー
原
告
、
そ
し
て
若
者
原
告
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
熱
い
思
い
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

特
に
若
い
原
告
の
「
参
拝
後
の
ア
ジ
ア

の
緊
張
の
高
ま
り
は
、
一
学
生
の
私
か
ら

見
て
も
怖
い
。
過
去
に
違
憲
判
決
が
出
て

い
る
の
に
、
参
拝
す
る
の
は
お
か
し
い

」
。

と
の
感
想
に
記
者
た
ち
の
関
心
が
集
中
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
若
い
記
者
た
ち
は
自

分
に
も
引
き
つ
け
る
こ
と
が
出
来
た
で
し

ょ
う
か
。

あ
の
カ
メ
ラ
の
台
数
は
な
ん
だ
っ
た
の

か･
･
･

、
そ
の
夜
の
ニ
ュ
ー
ス
テ
レ
ビ
放
映

あ
ま
り
さ
れ
な
か
っ
た
。

訴
訟
団
結
団･

提
訴
報
告
集
会

夜
の
結
団
・
提
訴
報
告
集
会
に
は
八
〇

名
近
い
参
加
者
で
会
場
は
満
杯
。

菱
木
事
務
局
長
の
司
会
で
始
ま
っ
た
集

会
、
ま
ず
中
島
弁
護
士
か
ら
訴
訟
の
意
義

と
組
み
立
て
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

今
ま
で
の
違
憲
判
決
、
少
な
く
と
も
靖
国

参
拝
を
合
憲
と
言
う
判
決
は
一
度
も
な
い

過
去
の
裁
判
闘
争
の
歴
史
と
成
果
を
踏
ま

え
、
今
回
は
違
憲
確
認
を
求
め
ず
違
憲
を

前
提
と
し
て
闘
っ
て
い
く
こ
と
、
信
教
の

自
由
や
政
教
分
離
違
反
だ
け
で
な
く
平
和

的
生
存
権
を
大
き
な
柱
に
し
て
闘
う
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
こ
と
な
ど
強
調
さ
れ
た
。

呼
び
か
け
人
の
挨
拶
の
冒
頭
に
た
っ
た

前
衆
議
院
議
員
服
部
良
一
さ
ん
は
、
中
曽

根
・
小
泉
元
首
相
の
裁
判
へ
の
関
わ
り
か

ら
振
り
返
り
な
が
ら
、
日
本
の
遺
族
の
闘

い
か
ら
ア
ジ
ア
訴
訟
へ
、
そ
し
て

今
回
安
倍
参
拝
が
世
界
的
に
抗
議

や
波
紋
は
広
が
り
、
世
界
的
規
模

の
注
目
度
の
闘
い
に
し
よ
う
と
力

説
し
た
。

つ
づ
い
て
菅
原
龍
憲
・
合
祀
イ

ヤ
で
す
訴
訟
原
告
団
長
、
九
州
か

ら
郡
島
恒
昭
さ
ん
、
四
国
か
ら
安

西
賢
誠
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
仏
教

者
と
し
て
過
去
の
訴
訟
を
リ
ー
ド

し
て
き
た
思
い
を
語
り
、
大
阪
訴

訟
に
合
流
し
て
闘
う
決
意
を
述
べ

た
。
つ
づ
い
て
合
祀
イ
ヤ
で
す
訴

訟
原
告
の
古
川
佳
子
さ
ん
、
吉
田
文
枝
さ

ん
と
身
内
が
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い

る
遺
族
と
し
て
の
立
場
か
ら
の
発
言
が
続

く
。
古
川
さ
ん
が

「
人
生
の
最
後
を
せ
っ

、

か
く
ゆ
っ
く
り
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
の

に
私
の
平
和
的
生
存
権
が
侵
さ
れ
た
」
と

語
っ
た
の
に
は
古
川
さ
ん
ら
し
い
説
得
力

を
感
じ
た
。

大
阪
の
提
訴
に
東
京
か
ら
駆
け
つ
け
た

事
務
局
を
代
表
し
て
荒
井
克
浩
さ
ん
か
ら

四
月
二
一
日
に
東
京
地
裁
で
の
提
訴
を
準

備
し
て
い
る
状
況
の
説
明
が
あ
っ
た
。
東

京
で
も
事
務
局
ス
タ
ッ
フ
は
若
返
る
そ
う

だ
。
大
阪
で
も
今
回
の
訴
訟
で
事
務
局
に

加
わ
っ
た
若
い
ス
タ
ッ
フ
が
そ
ろ
っ
て
登

壇
し
た
。
若
い
人
た
ち
が
靖
国
参
拝
や
今

日
の
時
代
状
況
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
気

、

「

」

に
な
る
と
こ
ろ
だ
が

肌
感
覚
で

怖
い

と
語
っ
て
い
た
の
は
印
象
的
。
集
会
後
何

、「

」

人
か
の
方
か
ら

若
返
っ
て
よ
か
っ
た
ね

と
言
わ
れ
た
が
、
若
者
の
登
壇
が
イ
ン
パ

ク
ト
あ
っ
た
の
か
も
。
大
い
に
期
待
を
し

て
い
き
た
い
。

最
後
に
忙
し
い
中
駆
け
つ
け
た
丹
羽
弁

護
士
、
大
橋
弁
護
士
、
吉
田
弁
護
士
の
紹

介
が
あ
り
、
集
会
は
終
了
し
た
。
弁
護
士

に
も
女
性
や
若
手
が
増
え
て
い
る
。
今
ま

で
ず
っ
と
弁
護
団
を
ま
と
め
て
こ
ら
れ
た

故
井
上
二
郎
弁
護
士
の
姿
が
な
い
の
は
寂

し
い
が
、
確
実
に
次
世
代
に
靖
国
訴
訟
も

引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
確
信
、
力
強

く
思
っ
た
集
会
で
も
あ
っ
た
。

四
月
二
一
日
は
東
京
訴
訟
の
提
訴
、
原

告
は
関
東
地
方
を
中
心
に
韓
国
に
住
む
戦

。

没
者
の
遺
族
ら
合
わ
せ
て
二
七
三
名
で
す

何
と
し
て
も
安
倍
政
権
の｢

右
旋
回｣

を

許
し
て
は
な
ら
な
い
！

す
で
に
原
告
数
は
八
一
九
名
、｢

一
〇
〇

〇
人
以
上
の
原
告
を
！｣

を
目
標
に
も
う
一

歩
の
努
力
を
！
引
き
続
き
第
二
次
原
告
を

募
っ
て
い
ま
す
。

声
を
上
げ
る
事
が
安
倍
政
権
の
暴
走
を

止
め
る
一
歩
で
す
。

◆
◆
◆

◆
◆
◆

◆
◆
◆

以
下
三
ペ
ー
ジ
に
四
月
一
一
日
、
一
日

の
行
動
に
参
加
し
た
若
者
原
告
の
感
想
を

掲
載
し
ま
す
。

ずっしり５４６名の委任状

記者会見の様子

若いスタッフ登壇！
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全
国
に
住
む
わ
れ
わ
れ
五
四
六
名
は
、

第
九
六
代
内
閣
総
理
大
臣
安
倍
晋
三
が
二

〇
一
三
年
一
二
月
二
六
日
に
お
こ
な
っ
た

靖
國
神
社
へ
の
参
拝
行
為
に
よ
っ
て
、
わ

れ
わ
れ
五
四
六
名
の
「
平
和
的
生
存
権
」

が
侵
害
さ
れ
た
。
そ
こ
で
原
告
五
四
六
名

は
、
市
民
団
体
「
安
倍
参
拝
違
憲
訴
訟
の

会
・
関
西
」
が
中
心
と
な
っ
て
、
二
〇
一

四
年
四
月
一
一
日
（
金
）
一
五
時
よ
り
大

阪
地
裁
へ
の
提
訴
に
踏
み
切
っ
た
。
現
役

首
相
に
よ
る
参
拝
は
、
小
泉
純
一
郎
以
来

と
な
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
公
人
に
よ
る

参
拝
は
、
一
宗
教
法
人
へ
の
極
端
な
傾
倒

で
あ
り
、
近
代
国
家
の
基
本
概
念
で
あ
る

。

政
教
分
離
原
則
に
抵
触
す
る
行
為
で
あ
る

ま
た
そ
の
参
拝
は
、
日
本
国
憲
法
第
二
〇

条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
国
民
の
信

教
の
自
由
の
権
利
を
甚
だ
し
く
侵
害
す
る

行
為
だ
。
今
回
の
訴
訟
で
は
、
被
告
を
安

倍
晋
三
、
靖
國
神
社
、
国
の
三
者
を
設
定

し
た
。
責
任
を
と
る
べ
き
な
の
は
、
不
法

な
参
拝
を
お
こ
な
っ
た
安
倍
晋
三
本
人
、

そ
う
し
た
不
法
行
為
を
受
け
入
れ
た
靖
國

神
社
、
被
告
安
倍
に
よ
る
不
当
な
公
権
力

の
行
使
を
容
認
し
て
い
る
国
の
三
者
に
あ

る
と
い
う
わ
け
だ
。
戦
前
の
軍
国
主
義
下

で
は
、
靖
國
神
社
の
教
義
は
、
天
皇
制
国

家
へ
の
忠
誠
と
戦
争
翼
賛
を
実
行
さ
せ
る

国
民
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
機
能
し
た
歴

史
的
背
景
も
あ
る
。
例
え
ば
十
五
年
戦
争

に
駆
り
立
て
ら
れ
た
日
本
兵
が

「
死
ん
で

、

靖
国
に
祀
ら
れ
よ
う
」
と
言
っ
た
言
葉
に

集
約
さ
れ
る
よ
う
な
、
宗
教
性
が
存
し
た

事
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

現
在
露
呈
す
る
靖
国
問
題
に
、
日
本
人
が

あ
ま
り
に
無
自
覚
的
な
の
は
、
こ
の
国
の

歴
史
認
識
、
ひ
い
て
は
人
権
意
識
の
未
熟

さ
を
物
語
っ
て
い
る
。

例
え
ば
提
訴
後
に
開
い
た
集
会
に
お
い

て
、
原
告
で
宗
教
学
者
の
菱
木
政
晴
（
64

才
）
が

「
今
回
の
訴
状
の
特
色
は
「
平
和

、

的
生
存
権
」
の
侵
害
と
い
う
文
言
を
前
面

に
押
し
出
し
た
も
の
」
で
あ
る
と
述
べ
た

、

、

が

現
今
の
ア
ジ
ア
情
勢
を
考
慮
す
る
と

露
骨
な
ま
で
の
緊
張
関
係
に
、
わ
れ
わ
れ

の
「
平
和
的
生
存
権
」
は
一
体
ど
こ
に
い

っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
、
恐
怖
を
覚
え

ざ
る
を
え
な
い
。
原
告
で
大
学
院
生
の
吉

岡
諒
（

才
）
も

「
参
拝
後
の
ア
ジ
ア
の

、

26

緊
張
の
高
ま
り
は
、
一
学
生
の
私
か
ら
見

て
も
怖
い
。
過
去
に
違
憲
判
決
が
出
て
い

る
の
に
、
参
拝
す
る
の
は
お
か
し
い

」
と

。

述
べ
た
。

筆
者
は
大
学
院
で
、
近
代
日
本
の
宗
教

史
と
人
権
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
、
研
究
活

動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
研

究
と
靖
国
問
題
を
問
う
こ
と
自
体
が
、
不

可
分
な
関
係
に
あ
る
以
上
、
問
い
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
だ
と
自
覚
し
て
い

る

「
人
権
」
と
「
平
和

、
こ
の
言
葉
を

。

」

軽
々
し
く
使
い
、
内
実
の
伴
わ
な
い
行
動

、

、

を
展
開
す
る
こ
の
国
の
首
長

宗
教
法
人

国
に
対
し

「
ノ
ー
」
を
つ
き
つ
け
る
こ
と

、

が
、
よ
う
や
く
始
ま
っ
た
。
名
ば
か
り
の

「
人
権

・

平
和
」
は
も
う
終
わ
り
に
し

」
「

よ
う
。
本
当
の
意
味
の
人
権
と
平
和
が
実

現
す
る
日
は
、
一
体
い
つ
に
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
ら
獲
得
の
道
は
、
ま
だ
始
ま

っ
た
ば
か
り
だ
。

・

（

才
）

T

A

24

靖
国
参
拝
に
つ
い
て
思
う
こ
と

―
安
倍
参
拝
違
憲
訴
訟
参
加
記
―

◆◆◆ ◆◆◆訴訟今後の流れ

４／１１に提出した訴状、無事に受理され民事１８部に係属されました。事件番号は平成２６年（ワ）３３４０

今後、とりあえず相手方から答弁書が提出されます。答弁書は、短いものが多いです。求釈明書（質問書みたいなもん

です）も出されることもあります。

その後、進行協議という名の事務折衝があります。進行協議の前に、被告からの第 回目の準備書面、あるいは原告1
からの書証（証拠）や準備書面や求釈明書／釈明書の提出されることもあります。

と言う流れで、第 回弁論は夏休み前（ 月）に入るか、夏休み明け（ 月）になるか、微妙で･･･です。1 7 9

どちらにせよ私たちが裁判所に出かけていくのは三ヶ月後くらい、夏、暑い最中の行動となりますね、その時はもち

ろん大法廷を私たちの熱気で満杯に！
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私
た
ち
の
主
張
＝
ち
ょ
っ
と
む
ず
か
し
い

「
訴
状
」
を
砕
い
て
み
ま
し
た

Ⅰ
．
提
訴

、

、

二
〇
一
四
年
四
月
十
一
日

私
た
ち
は

大
阪
地
裁
に
「
安
倍
首
相
靖
國
参
拝
差
止

」

。

等
請
求
事
件

の
訴
状
を
提
出
し
ま
し
た

「

」

安
倍
首
相
靖
國
参
拝
差
止
等
請
求
事
件

と
い
う
の
は
、
訴
状
や
準
備
書
面
に
記
載

さ
れ
る
こ
の
訴
訟
の
正
式
名
称
で
す
。
な

、

、

、

、

お

そ
れ
と
は
別
に

私
た
ち
は

今
後

ニ
ュ
ー
ス
や
集
会
な
ど
で
は
、
こ
の
訴
訟

を
「
安
倍
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
の
会
・
関

西
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
ま
す
。

Ⅱ
．
訴
状
の
概
略

訴
状
の
中
身
に
つ
い
て
簡
単
に
解
説
し

ま
す

（
訴
状
全
文
は｢

合
祀｣

イ
ヤ
で
す
訴

。

訟
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
訴

、「

」

「

」

状
は

請
求
の
趣
旨

と

請
求
の
原
因

の
二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す

「
請
求
の
趣

。

旨
」
は
、
判
決
文
の
主
文
に
対
応
し

「
原

、

」

、

。

因

の
方
は

判
決
理
由
に
対
応
し
ま
す

は
、
以
下
の
通
り

(

一)

「
請
求
の
趣
旨
」

で
す
。

１

被
告
安
倍
晋
三
は
、
内
閣
総
理
大

臣
と
し
て
靖
國
神
社
に
参
拝
し
て
は
な
ら

な
い
。

２

被
告
靖
國
神
社
は
、
被
告
安
倍
晋

三
の
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
の
参
拝
を
受

け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
。

３

被
告
ら
は
、
各
自
連
帯
し
て
、
原

告
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
、
金
一
万
円
及
び
こ

れ
に
対
す
る
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
六
日

か
ら
支
払
済
み
ま
で
年
五
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
に
よ
る
金
員
を
支
払
え
。

４

訴
訟
費
用
は
被
告
ら
の
負
担
と
す

る
。最

後
の
４
の
意
味
は
、
訴
状
提
出
の
際

に
貼
る
印
紙
の
額
を
、
敗
訴
側
が
負
担
す

る
と
い
う
常
套
句
で
す
。
賠
償
額
や
弁
護

士
費
用
と
は
無
関
係
で
す
。
１
と
２
は
、

安
倍
晋
三
と
靖
国
の
双
方
に
対
し
て
、
裁

判
所
が
今
後
の
参
拝
の
差
し
止
め
を
命
令

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
３
は
、
二
〇

一
三
年
一
二
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
安
倍

の
参
拝
に
よ
っ
て
私
た
ち
が
こ
う
む
っ
た

被
害
に
対
し
て

「
国
家
賠
償
法
」
や
「
民

、

法
」
の
規
定
に
基
づ
い
て
賠
償
金
（
慰
謝

料
）
を
支
払
え
と
要
求
し
て
い
る
も
の
で

す
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
、
中
曽
根
参
拝
・

、

小
泉
参
拝
に
対
す
る
違
憲
訴
訟
に
お
い
て

損
害
賠
償
と
は
別
に
参
拝
が
違
憲
で
あ
る

こ
と
を
裁
判
所
に
確
認
さ
せ
る
こ
と
を
請

求
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
こ
の
よ

う
な
「
違
憲
確
認
」
の
訴
え
は
や
り
ま
せ

ん
。
そ
の
理
由
は
後
で
述
べ
ま
す
。

、
本
論
で
す
。

(

二)

「
請
求
の
原
因
」

こ
こ
は

第

当
事
者

第

内

、

「
「

」
、

「

１

２

閣
総
理
大
臣
と
し
て
の
被
告
安
倍
の
参
拝

及
び
被
告
靖
國
神
社
に
よ
る
そ
の
積
極
的

受
入
れ

、
第

「
本
件
参
拝
に
よ
る
原
告

」

３

」
、

「

」
、

ら
の
権
利
利
益
の
侵
害

第

損
害

４

第

「
責
任
原
因
」
第

「
差
し
止
め

、

５

６

」

「

」

。

第

ま
と
め

に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す

７第

は
、
私
た
ち
が
損
害
を
訴
え
て
い

１

る
相
手
、
す
な
わ
ち
、
被
告
を
確
定
し
て

い
ま
す
。
被
告
は
、
宗
教
法
人
「
靖
国
神

社

、
総
理
大
臣(

公
務
員)

で
あ
る
一
人
の

」
個
人
「
安
倍
晋
三

、
及
び
「
国
」
の
三
者

」

で
す
。
第

は
、
安
倍
の
参
拝
と
靖
国
に

２

よ
る
そ
の
受
入
れ
の
態
様
に
つ
い
て
確
認

し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
第

、
第

で
、
安
倍
の
参

３

４

拝
が
、
私
た
ち
の
ど
の
よ
う
な
権
利
を
侵

害
し
て
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
損
害
を

被
っ
て
い
る
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。
第

の
１
「
は
じ
め
に
」
と
２
「
原
告
ら
の

３権
利
・
利
益
」
で
、
私
た
ち
が
主
張
す
る

「

」

、

被
侵
害
利
益(

侵
害
さ
れ
た
権
利)

は

「
内
心
の
自
由
形
成
の
権
利
、
信
教
の
自

由
確
保
の
権
利
、
回
顧
・
祭
祀
に
関
す
る

自
己
決
定
権
」
の
三
つ
の
権
利
と
「
平
和

的
生
存
権
」
に
大
別
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

し
て

「
内
心
の
自
由
形
成
の
権
利
」
は
、

、

主
と
し
て
憲
法
第
一
九
条
の
思
想
信
条
の

自
由
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

「
信
教
の
自

、

由
確
保
の
権
利

は
同
じ
く
第
二
〇
条

信

」

「

教
の
自
由
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
ま
た

「
回
顧
・
祭
祀

、

に
関
す
る
自
己
決
定
権
」
は
、
個
人
の
自

己
形
成
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
親
族
な

ど
に
対
す
る
敬
愛
追
慕
の
条
に
基
づ
く
自

己
決
定
権
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
、
小

泉
参
拝
違
憲
訴
訟
の
最
高
裁
判
決
に
付
さ

れ
た
「
滝
井
繁
男
補
足
意
見
」
を
意
識
し

た
も
の
で
す
。
滝
井
補
足
意
見
は

「
誰
で

、

も
、
公
権
力
が
自
己
の
信
じ
る
宗
教
に
よ

っ
て
静
か
で
穏
や
か
な
環
境
で
特
別
な
関

係
に
あ
る
故
人
の
霊
を
追
悼
す
る
こ
と
を

妨
げ
た
り
、
意
に
反
し
て
別
の
宗
旨
で
故

人
を
追
悼
す
る
こ
と
を
拒
否
で
き
、
強
制

を
伴
わ
な
く
て
も
法
的
保
護
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
国
な
ど
の
行
為
で
そ
れ
が

侵
害
さ
れ
た
と
き
に
は
、
損
害
賠
償
を
請

求
で
き
る
と
考
え
る
」
と
指
摘
し
て
い
ま

す
。最

後
の
「
平
和
的
生
存
権
」
は
、
憲
法

「

、

、

前
文
が

わ
れ
ら
は

全
世
界
の
国
民
が

ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
か
れ
、
平

和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ

と
を
確
認
す
る
」
と
明
記
し
て
い
る
こ
と

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
戦
争

放
棄
や
戦
力
不
保
持
を
宣
言
す
る
九
条
に

も
も
と
づ
い
て
い
ま
す
。
今
度
の
訴
訟
に

お
い
て
は
、
自
衛
隊
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
訴

訟
に
お
い
て
名
古
屋
高
裁
が
明
示
し
た

平
「

訴 状

かみ砕き

菱木政晴
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和
的
生
存
権
」
に
も
と
づ
い
て
「
戦
争
放

棄
お
よ
び
戦
力
不
保
持
の
原
則
を
堅
持
し

た
日
本
に
生
存
す
る
権
利
」
と
い
う
も
の

を
主
張
し
ま
す
。
安
倍
参
拝
は
、
私
た
ち

の
こ
の
権
利
を
侵
害
し
た
の
で
す
。
名
古

屋
高
裁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
明
快
に
述
べ
て

い
ま
す
。

平
和
的
生
存
権
は
、
現
代
に
お
い
て
憲

法
の
保
障
す
る
基
本
的
人
権
が
平
和
の
基

盤
な
し
に
は
存
立
し
得
な
い
こ
と
か
ら
し

て
、
全
て
の
基
本
的
人
権
の
基
礎
に
あ
っ

て
そ
の
享
有
を
可
能
な
ら
し
め
る
基
底
的

権
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
単
に

憲
法
の
基
本
的
精
神
や
理
念
を
表
明
し
た

に
留
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
法
規
範
性
を

有
す
る
と
い
う
べ
き
憲
法
前
文
が
上
記
の

と
お
り
『
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
』

を
明
言
し
て
い
る
上
に
、
憲
法
九
条
が
国

の
行
為
の
側
か
ら
客
観
的
制
度
と
し
て
戦

争
放
棄
や
戦
力
不
保
持
を
規
定
し
、
さ
ら

に
、
人
格
権
を
規
定
す
る
憲
法
一
三
条
を

は
じ
め
、
憲
法
第
３
章
が
個
別
的
な
基
本
的

人
権
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
平
和
的
生
存
権
は
、
憲
法
上
の
法
的
な

権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
平
和
的
生
存
権
は
、
局
面
に

応
じ
て
自
由
権
的
、
社
会
権
的
又
は
参
政

権
的
な
態
様
を
も
っ
て
表
れ
る
複
合
的
な

権
利
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
裁
判
所
に
対

し
て
そ
の
保
護
・
救
済
を
求
め
法
的
強
制
措

置
の
発
動
を
請
求
し
得
る
と
い
う
意
味
に

お
け
る
具
体
的
権
利
性
が
肯
定
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

私
た
ち
は
、
名
古
屋
高
裁
判
決
が
、
上

記
引
用
部
分
に
先
立
つ
箇
所
に
お
い
て
、

「
戦
争
や
武
力
行
使
を
し
な
い
日
本
に
生

存
す
る
権
利

「
戦
争
や
軍
隊
に
よ
っ
て

」
、

他
者
の
生
命
を
奪
う
こ
と
に
加
担
さ
せ
ら

れ
な
い
権
利

「
他
国
の
民
衆
へ
の
軍
事

」
、

的
手
段
に
よ
る
加
害
行
為
と
関
わ
る
こ
と

な
く
、
自
ら
の
平
和
的
確
信
に
基
づ
い
て

平
和
の
う
ち
に
生
き
る
権
利

「
信
仰
に

」
、

基
づ
い
て
平
和
を
希
求
し
、
す
べ
て
の
人

の
幸
福
を
追
求
し
、
そ
の
た
め
に
非
戦
・

非
暴
力
・
平
和
主
義
に
立
っ
て
生
き
る
権

利
」
を
全
て
平
和
的
生
存
権
に
含
ま
れ
る

も
の
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
が

主
張
す
る
「
戦
争
放
棄
お
よ
び
戦
力
不
保

持
の
原
則
を
堅
持
し
た
日
本
に
生
存
す
る

権
利
」
に
つ
い
て
も
、
上
記
名
古
屋
高
裁

判
決
か
ら
す
れ
ば
当
然
に
具
体
的
権
利
性

が
付
与
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

つ
ぎ
に
、
こ
れ
ら
の
権
利
が
ど
の
よ
う

に
違
法
に
侵
害
さ
れ
た
か

す
な
わ
ち

違

、

、「

法
性
」
の
問
題
を
第

の
３
で
述
べ
て
い

３

ま
す
。
は
じ
め
に
、(

違
法
な)

侵
害
の
態

様
を
述
べ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
法
律
に

違
反
し
て
い
る
か
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

は
じ
め
の
三
つ
の
権
利
に
つ
い
て
は
、
信

教
の
自
由
・
政
教
分
離
を
規
定
し
た
二
〇

条
・
八
九
条
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
憲
法
全
体
の
秩
序
に
違
反
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
二
〇
一
二
年
二
月
二

五
日
に
自
民
党
が
策
定
し
た
立
憲
主
義
を

否
定
す
る
「
憲
法
改
正
草
案
」
や
同
年
一

二
月
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣
が

憲
「

法
改
正
」
に
強
い
意
欲
を
も
っ
て
政
権
運

営
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で

す
。
つ
ま
り
、
被
告
安
倍
は
、
憲
法
尊
重

擁
護
義
務
を
遵
守
す
る
意
思
を
も
た
ず
、

立
憲
主
義
を
否
定
す
る
意
思
を
明
確
に
し

て
い
ま
す
。
本
件
参
拝
も
、
被
告
安
倍
の

立
憲
主
義
を
否
定
す
る
意
思
が
あ
ら
わ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
単
に

「
国
の
た
め
に
戦

、

い
、
尊
い
命
を
犠
牲
に
さ
れ
た
御
英
霊
に

対
し
、
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

尊
崇
の
念
を
表
し
、
御
霊
や
す
ら
か
な
れ

と
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
た
」
と
い
う
だ
け

の
も
の
で
は
な
く
、
本
件
参
拝
は
、
日
本

国
憲
法
を
最
高
法
規
と
し
、
内
閣
総
理
大

臣
を
含
む
公
務
員
は
こ
れ
を
遵
守
し
、
こ

れ
に
反
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
法
秩
序

に
客
観
的
・
一
般
的
に
反
し
、
違
法
で
あ

。

、

る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

ま
た

参
拝
が
違
法
で
あ
る
と
同
時
に
、
参
拝
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
被
告
靖
国
の
違
法

性
も
厳
し
く
問
わ
れ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
平
和
的
生
存
権
の
侵
害
に
関

す
る
違
法
性
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
確
認
さ
れ

ま
す
。
上
述
の
名
古
屋
高
裁
判
決
は
、
平

和
的
生
存
権
が
ど
の
よ
う
な
場
合
に
侵
害

さ
れ
る
か
に
つ
い
て

「
戦
争
の
遂
行
、
武

、

力
の
行
使
等
や
、
戦
争
の
準
備
行
為
等
に

よ
っ
て
、
個
人
の
生
命
、
自
由
が
侵
害
さ

れ
又
は
侵
害
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
あ
る

い
は
、
現
実
的
な
戦
争
等
に
よ
る
被
害
や

、

、

恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
な
場
合

ま
た

憲
法
９
条
に
違
反
す
る
戦
争
の
遂
行
等
へ

の
加
担
・
協
力
を
強
制
さ
れ
る
よ
う
な
場

合
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ

れ
に
依
拠
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
考
え
ま

す
。
す
な
わ
ち
、

①
本
件
参
拝
行
為
は
、
靖
國
神
社
と
い

う
戦
前
の
全
体
主
義
的
な
政
治
的
象
徴
を

承
認
、
称
揚
、
鼓
舞
す
る
と
い
う
行
為
で
あ

る
。
そ
し
て
、
②
被
告
安
倍
が
、
こ
れ
ま
で

の
内
閣
法
制
局
の
見
解
を
無
視
し
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
に
つ
い
て
憲
法
に
反
し
な

い
と
主
張
し
て
い
る
事
実
、
二
〇
一
三
年

九
月
の
訪
米
時
に
「
私
を
右
翼
の
軍
国
主
義

者
と
呼
び
た
け
れ
ば
、
そ
う
呼
ん
で
い
た

だ
き
た
い
」
と
発
言
し
た
事
実
等
に
鑑
み
れ

ば
、
本
件
参
拝
は
、
靖
國
神
社
の
有
し
て
い

た
戦
前
の
軍
国
主
義
の
精
神
的
支
柱
と
し

て
の
役
割
を
現
在
に
お
い
て
積
極
的
に
活

用
し
よ
う
と
い
う
意
図
の
も
と
行
わ
れ
た

も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
ず
、
「
戦
争
の
準
備

行
為
等
」
と
十
分
に
評
価
で
き
る
も
の
で
あ

る
。ま

た
、
③
被
告
安
倍
の
こ
の
よ
う
な
意

図
は
、
被
告
靖
國
神
社
と
し
て
も
新
聞
報

道
等
を
通
じ
て
十
分
に
認
識
し
う
る
も
の

で
あ
る
か
ら
、
被
告
靖
國
神
社
に
よ
る
本
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件
参
拝
受
入
れ
も
ま
た
「
戦
争
の
準
備
行
為

等
」
と
評
価
し
う
る
。

「
請
求
の
原
因
」
第

「
損
害
」
は
、

４

従
来
こ
の
種
の
裁
判
で
、
参
拝
は
（
政
教

分
離
の
）
憲
法
に
違
反
し
て
い
る
が
、
原

告
ら
に
具
体
的
な
損
害
は
な
い
か
ら
と
い

う
こ
と
で
原
告
敗
訴
の
根
拠
と
な
っ
た

裁
「

判
所
の
論
理
」
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
は
じ
め
の
三
つ
の
権
利
「
内

心
の
自
由
形
成
の
権
利
、
信
教
の
自
由
確

保
の
権
利
、
回
顧
・
祭
祀
に
関
す
る
自
己

決
定
権
」
の
侵
害
に
よ
る
損
害
は
、
名
誉

侵
害
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
場
合
と
同

様
非
財
産
的
損
害
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
侵

害
に
よ
る
損
害
は
、
名
誉
侵
害
や
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
侵
害
の
場
合
と
同
等
以
上
で
は
あ

っ
て
も
、
劣
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。

、

、

、

ま
た

平
和
的
生
存
権
は

表
現
の
自
由

集
会
結
社
の
自
由
、
信
教
の
自
由
、
経
済

的
自
由
も
ま
た
、
平
和
な
社
会
で
な
け
れ

ば
個
人
が
こ
れ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
平
和
的
生
存
権
に

対
す
る
侵
害
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
は
、

人
格
的
生
存
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
損
害
の
程
度
は
名
誉
侵
害
等
の
侵
害

の
場
合
や
内
心
の
自
由
形
成
に
対
す
る
侵

害
の
場
合
と
同
等
以
上
で
あ
り
、
こ
れ
ら

に
劣
る
こ
と
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
訴
訟

に
お
い
て
、
そ
の
損
害
は

「
原
告
ら
の
憲

、

法
解
釈
に
反
し
て
敢
行
さ
れ
た
こ
と
に
対

す
る
不
快
感
に
す
ぎ
な
い
」
と
か

「
焦
燥

、

感
に
す
ぎ
な
い
」
な
ど
と
し
て
、
原
告
ら

主
張
の
損
害
は
法
律
上
慰
謝
料
を
も
っ
て

救
済
す
べ
き
損
害
に
あ
た
ら
な
い
と
す
る

見
解
が
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
の
種
の
訴
訟
が
実
質
的
に
は

首
相
の
靖
國
神
社
公
式
参
拝
に
対
す
る
憲

法
判
断
を
求
め
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、

原
告
ら
が
訴
え
る
精
神
的
苦
痛
と
は
単
な

る
公
憤
の
み
に
基
づ
く
も
の
で
、
主
観
訴

「

」

、

訟
の
姿
を
借
り
た

民
衆
訴
訟

で
あ
り

憲
法
適
合
性
に
つ
い
て
「
抽
象
的
審
査
」

を
求
め
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
の
考
え

が
、
裁
判
所
の
根
底
に
あ
っ
た
か
ら
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
原
告
ら

は
本
件
訴
訟
に
お
い
て
は
、
も
は
や
単
に

違
憲
審
査
を
求
め
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
間
の
小
泉
純
一
郎
総
理
大
臣

（

）

の
公
式
参
拝

二
〇
〇
一
年
八
月
一
三
日

を
め
ぐ
っ
て
は
、
明
確
に
違
憲
と
判
断
し

た
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
だ
け
で
な
く
、

憲
法
判
断
を
行
っ
た
判
決
の
す
べ
て
が
違

憲
で
あ
る
と
認
め
て
お
り
、
合
憲
と
判
断

し
た
判
決
は
皆
無
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら

か
な
と
お
り
、
合
憲
と
解
す
る
余
地
は
あ

り
え
ま
せ
ん
。
二
〇
条
に
述
べ
ら
れ
た
信

教
の
自
由
や
前
文
に
明
記
さ
れ
た
平
和
的

生
存
権
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人

権
の
根
幹
で
す
。
こ
れ
ら
条
規
を
遵
守
す

る
べ
き
義
務
を
負
う
内
閣
総
理
大
臣
が
、

憲
法
の
上
記
義
務
に
違
反
し
て
行
っ
た
本

件
参
拝
に
よ
っ
て
被
っ
た
原
告
ら
の
損
害

が
、
単
な
る
公
憤
、
単
な
る
不
快
感
、
単

な
る
焦
燥
感
で
片
付
け
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
え
ま
せ
ん
。
内
閣
総
理
大
臣
で
あ
る

被
告
安
倍
に
よ
る
本
件
参
拝
及
び
被
告
靖

國
神
社
に
よ
る
本
件
参
拝
受
入
れ
に
よ
っ

て
、
原
告
ら
の
基
本
的
人
権
の
享
有
主
体

た
る
地
位
は
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
法
的
保
護
に
値
し
な
い
も
の
と
い
う
こ

と
は
到
底
許
さ
れ
ざ
る
こ
と
と
い
う
べ
き

で
す
。

最
後
に
、
訴
状
は
、
首
相
の
参
拝
と
そ

の
受
入
れ
と
い
う
こ
れ
ら
の
違
法
な
権
利

侵
害
及
び
損
害
に
鑑
み
て
、
そ
れ
を
繰
り

返
す
恐
れ
の
あ
る
被
告
ら
に
対
し
て
、
私

た
ち
が
そ
れ
の
差
し
止
め
を
請
求
す
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
宣
言
し
て
、
昨
年
の

参
拝
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

Ⅲ
．
本
件
訴
訟
の
特
徴

①
参
拝
が
違
憲
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
の

で
、
取
り
立
て
て
違
憲
確
認
の
請
求
は
し

な
い
。
む
し
ろ
、
「
違
憲
だ
け
れ
ど
も
何
の

被
害
も
な
い
」
と
い
う
裁
判
所
の
、
詭
弁
に

果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
。

首
相
の
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟
は
、
一
九

八
五
年
の
中
曽
根
参
拝
に
対
し
て
三
件
、

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
の
小
泉
参

拝
に
対
し
て
六
地
裁
七
件
、
そ
し
て
今
回

の
安
倍
参
拝
に
対
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
参
拝
に
よ
る
精

神
的
（
非
財
産
的
）
被
害
の
損
害
賠
償
請

求
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
中

、

曽
根
参
拝
に
対
す
る
大
阪
地
裁
判
決
で
は

裁
判
所
は
、
参
拝
が
憲
法
違
反
で
あ
る
か

ど
う
か
の
判
断
を
避
け
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
訴
訟
は
、
原
告
ら
の
価
値
観
・
憲
法

解
釈
を
裁
判
所
に
承
認
さ
せ
る
た
め
に
お

こ
な
っ
た
と
思
わ
れ
、
原
告
ら
が
主
張
す

る
精
神
的
苦
痛
は
、
公
式
参
拝
が
原
告
ら

の
憲
法
解
釈
に
反
し
て
敢
行
さ
れ
た
こ
と

に
対
す
る
『
一
種
の
不
快
感
、
焦
燥
感
な

』

、

。

い
し
憤
り

で
あ
っ
て

損
害
で
は
な
い

訴
訟
は
、
原
告
ら
の
目
的
達
成
の
手
段
と

し
て
は
適
当
な
方
法
で
は
な
か
っ
た
」
と

ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
私
た
ち

は
憲
法
違
反
の
行
為
が
行
わ
れ
て
も
黙
っ

て
耐
え
忍
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の熱心に聞き入る集会参加者
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で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
小
泉
参
拝

を
含
め
、
憲
法
判
断
に
踏
み
込
ん
だ
判
決

で
は
、
す
べ
て
違
憲
判
断
で
あ
り
合
憲
と

判
断
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以

外
の
判
決
は
憲
法
判
断
か
ら
逃
げ
た
だ
け

で
す
。

私
た
ち
は
、
今
回
の
裁
判
で
は
、
違
憲

で
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
し
て
い
る
安

倍
・
靖
國
・
国
の
三
者
の
被
告
ら
が
、
な

ぜ
違
法
行
為
を
続
け
る
の
か
は
っ
き
り
と

。

、

語
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す

ま
た

損
害
は
な
い
と
い
う
「
論
理
」
を
弄
し
て

違
憲
行
為
を
十
分
に
阻
止
し
な
か
っ
た
裁

判
所
に
、
き
ち
ん
と
損
害
の
認
定
を
せ
よ

と
本
気
で
迫
り
ま
す
。

②
平
和
的
生
存
権
の
主
張
を
前
面
に
出
す

こ
と
。

首
相
の
靖
国
参
拝
は
、
そ
れ
自
体
が
、

「
戦
死
者
を
見
習
っ
て
後
に
続
け
」
と
い

、

う
靖
国
神
社
の
教
義
の
布
教
行
為
で
あ
り

戦
争
の
遂
行
等
へ
の
加
担
・
協
力
を
強
制

さ
れ
る
よ
う
な
場
合
と
言
い
う
る
も
の
で

あ
り
、
私
た
ち
の
平
和
的
生
存
権
を
直
接

脅
か
し
て
い
る
こ
と
を
明
確
に
主
張
し
ま

す
。ま

た
、
安
倍
首
相
の
参
拝
は
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
・
武
器
輸
出
禁
止
原

則
の
廃
止
・
改
憲
に
よ
る
立
憲
主
義
の
否

、

定
な
ど
の
現
政
権
の
諸
政
策
と
連
動
し
た

戦
争
準
備
行
為
と
み
な
さ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
政
策
は
、
過
去
の
大
日
本

帝
国
の
侵
略
と
植
民
地
支
配
に
よ
っ
て
大

き
な
被
害
を
受
け
た
近
隣
諸
国
の
人
び
と

の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
こ
れ
ら
の
人

び
と
と
と
も
に
平
和
的
生
存
権
を
享
有
し

、

あ
う
こ
と
を
願
う
日
本
国
民
の
み
な
ら
ず

日
本
に
暮
ら
す
外
国
人
や
近
隣
諸
国
の
人

び
と
の
平
和
的
生
存
権
を
こ
そ
損
な
う
も

、

、

の
で
あ
る
こ
と
を

こ
の
裁
判
で
確
認
し

主
張
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。（

）
了

第２７回政教分離訴訟全国交流集会
今年は金沢で開催されることになりました。

日 程 （金） ～ 交流 ～ 懇親会８月１日 2:00 5:30 5:30 8:30
会 場 石川県金沢市教育会館

（土）午前フィールド 聖戦大碑 野田山墓地８月２日

※２日午後からは「聖戦大碑撤去市民の会」の第１４回全国大会が同じ会場で開催されます。

詳細は６月に入ってからになりますが、問合せはそれ以降、聖戦大碑撤去市民の会(事務局：石川県平和人権センター

内)又は靖国合祀イヤです・アジアネットワーク( )まで。06-7777-4935

編
集
後
記
と
事
務
連
絡
を
い
く
つ
か

★
何
度
も
言
う
よ
う
で
す
が
、
今
回
訴
訟
を
担
う
弁
護

団
・
事
務
局
の
特
徴
は
若
返
り
で
す
。
弁
護
団
は
若
返

り
と
共
に
圧
倒
的
女
性
パ
ワ
ー
で
す
。
事
務
局
は
数
十

年
來
、
華
麗
（
加
齢
？
）
女
性
た
ち
が
（
船
頭
多
く
て

･
･
･

）
仕
切
っ
て
き
ま
し
た
が
今
回
は
男
女
と
も
子
か

孫
世
代
ほ
ど
の
若
返
り
で
た
だ
た
だ
「
う
れ
し
ー
い
」

で
す
。
今
後
の
訴
訟
進
行
、
運
動
の
広
が
り
に
ど
の
よ

う
に
反
映
さ
れ
る
か
、
多
い
に
期
待
で
す
。

●
封
書
宛
名
ラ
ベ
ル
上
の
数
字
は
あ
な
た
の
原
告
番
号

で
す

整
理
し
易
い
よ
う
に
記
載
し
て
い
ま
す
が

記

。

、「

載
し
な
い
で
！
」
の
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。
次
回
か

ら
は
番
号
削
除
致
し
ま
す
。

●
な
ん
と
言
っ
て
も
膨
大
な
事
務
量･

･
･

、
や
っ
と
提

訴
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
の
、
各
所
に
何
か
と
不
備
不
都

合
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
で
す
。
お
名

前
、
住
所
等
の
記
載
間
違
い
等
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
下
さ
い
。
早
急
に
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「

」

★
す
で
に
原
告
に
な
ら
れ
て
い
る
方
に
も

二
次
募
集

の
チ
ラ
シ
を
同
封
し
ま
し
た

「

の
原
告
」
ま
で

。1000

後
一
歩
で
す
、
周
り
の
友
人
や
仲
間
に
も
こ
の
チ
ラ
シ

で
呼
び
か
け
て
く
だ
さ
い
。
同
封
の
原
告
募
集
要
項
、

委
任
状
で
是
非
原
告
に
な
っ
て
下
さ
い
。

★
訴
訟
に
向
け
て
原
告
費
用
だ
け
で
な
く
、
た
く
さ
ん

の
方
か
ら
沢
山
の
カ
ン
パ
も
頂
き
ま
し
た
。
感
謝
！
で

す
。

●
会
費
・
カ
ン
パ
等
入
金
の
領
収
証
は
郵
振
時
の
控
え

で
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
大
切
に
保
管
下
さ

い
。
別
途
会
か
ら
の
領
収
証
が
必
要
な
方
は
そ
の
旨
振

込
紙
メ
モ
欄
に
明
記
下
さ
い
。

JO
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四
月
一
一
日
、
五
四
六
人
の
原
告
で
も

っ
て
安
倍
晋
三
・
靖
国
神
社
・
国
を
被
告

と
し
て
安
倍
首
相
の
靖
国
参
拝
違
憲
訴
訟

を
大
阪
地
裁
に
提
起
し
ま
し
た
。
原
告
の

中
に
は
肉
親
が
靖
国
神
社
に
合
祀
さ
れ
て

い
る
遺
族
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
靖
国
合
祀
イ
ヤ
で
す
！
訴
訟
」
を
原
告

と
し
て
闘
っ
た
私
た
ち
は
、
遺
族
が
戦
死

し
た
私
た
ち
の
肉
親
を
「
天
皇
に
忠
義
を

尽
く
し
、
進
ん
で
日
本
の
戦
争
に
参
加
し

た
英
霊
」
と
さ
れ
た
ま
ま
で
放
置
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
、
裁
判
終
了
後
も
、
年

に
一
回
は
、
靖
国
神
社
に
「
合
祀
取
り
消

し
要
求
書
」
を
出
し
続
け
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
一
昨
年
は
五
月
に
、
昨
年
は
九
月

に
「
靖
国
行
動
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨

年
は
元
原
告
以
外
に
八
名
の
遺
族
が
「
合

祀
取
り
消
し
要
求
書
」
を
私
た
ち
に
託
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
一

人
は
「
靖
国
行
動
」
に
も
参
加
し
て
く
れ

ま
し
た
。

今
年
も
「
二
〇
一
四
年
靖
国
行
動
」
を

行
い
ま
す
。
時
期
は
秋
ご
ろ
に
な
る
と
お

も
い
ま
す
。
訴
訟
と
並
行
し
て
「
合
祀
は

イ
ヤ
！
」
の
遺
族
の
思
い
と
怒
り
を
「
合

祀
取
り
消
し
要
求
書
」
に
託
し
て
靖
国
神

社
に
直
接
突
き
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
に
倍
す
る
、
い
や
い
や
一
〇
倍
、
一

〇
〇
倍
す
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
！

も
ち

、

「

」

、

ろ
ん

昨
年

要
求
書

を
出
し
た
人
も

靖
国
神
社
か
ら
の
そ
っ
け
な
い
回
答
に
負

、

。

け
ず

し
つ
こ
く
要
求
し
続
け
ま
し
ょ
う

「
呼
び
か
け
」
と
「
合
祀
取
り
消
し
要
求

書
」
を
ニ
ュ
ー
ス
に
同
封
し
ま
す
。

靖国合祀いやで
す靖国合祀いやで

！今年も「靖国」に出かけていきます

！靖国神社に合祀取り消しを要求し続けよう

おたより
《１月》

◆憲法違反、アジアの人々の心を踏みにじる安倍の靖国参拝に反対します（吹田 ）C.S
《２月》

◆川柳・靖国は戦争神社と英訳す ・靖国は侵略者の慰霊のみ（河内長野 ）K.S
◆市民一人ひとりが言うべきことを言わないと、ますます権力の暴走が加速します

◆戦没者遺族として、安倍首相の靖国神社参拝違憲訴訟を原告として参加します（北海道 ）T.S
◆安倍政権下はまさに戦後最悪の政権です。アベノミクスに踊らされて戦争への道をつくりあげていく今

が恐ろしいです（北九州 ）K.H
《３月》

◆原告として訴訟委任状を送りました。父の弟は医学部卒業後軍医となり、沖縄近海で水没、母の先の子

どもは学徒出陣で満州に行きシベリアに連行され生死不明、いとこの兄は戦争に行かされた者と行かせ

た者が一緒に神としてまつられていることに反対していました（佐賀市 ）O.L
◆フィリピン、ニューギニアをはじめ、南の島々で食料も絶たれ、餓死した「英霊」が倒れたまま白骨の

姿を晒している。一本の骨もない靖国がその真実を隠してきた。そして安倍は新たな死者をむかえるた

めの準備を始めた。決して許せない（四条畷 ）K.A
◆機会を与えてくださってありがとうございます（和歌山 ）F.
◆戦争への道を加速させる今の流れを何とかくいとめたい 平和を何とか守りたいと毎日思っています 私。 。「

にも出来る行動」を示してくださってありがとうございます（大阪 ）A.B

以下読者のみなさんからのおたよりです。理不尽な「戦死 「英霊？」再びの戦争･･･、どうして黙ってお」

れようか！こんな声をどうか形にしてください 「合祀取消」も「訴訟」も意思表示の一歩ですね。。


